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1.前回WSのふりかえり 
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1-1.前回WSのふりかえり 
 

第1回検討会 
日  時：平成30年6月30日（土）9：30〜12：00 
参加者：35名 
内  容：1)昨年度ふりかえり + 今年度の目標・活動内容の共有 
     2)敷地現況の確認 
     3)グループディスカッション 
      ［テーマ1］実証実験で何がやりたいか 
      ［テーマ2］実証実験をするために 
                                                                 具体的に必要なことと課題 



4 当日の様子 



果樹園の復活 
• 果樹園の手入れをして、敷地内でできた果樹を収穫し、販

売（収益を得る） 

• 果樹園を活かした学童教育 

 

地域の集いの場 
• 毎年、地区行事としてどんど焼きを行っている。地区の各

団体が行事を行える場所として整備 

 

WSを通じた樹木の維持管理 
• エコフェスタのようなイベントを行い、その中で危険樹木

の伐採や園芸の体験ができるWSを行う（受講料などに

よって収益を得る） 

• 講師を呼んで、果樹や樹木などの維持管理のWSを行う。

都内では受講料が高いことが多いので、このようなWSは

需要がある 

• 自然環境再生のWS 

 

子ども達が自然に過ごせる場の整備 
• 様々な子どもの居場所とし、自由な発想で好きなように過

ごせる空間としたい 

• 子ども自然塾のように子ども達が遊べる場 

• 拠点としてのフリースクールのようなことをしてくれる人

が居ると良い 

• 学校や保育園の施設の方が散歩や遠足で使える場 

 

その他意見 
• 広域避難所としての場の整備 

• 人が集まる場所にしていくのであれば、交通などの安全性

に留意した場にしてもらいたい 

• 自然にふれあえる場として、全ての活動と自然が調和して

いる場にしたい 

• 樹木を残して育て、日陰など涼しい環境を整備（建物でな

く、自然の物を利用して） 

A班 テーマ1：今年度の実証実験で何がやりたいか 

日常利用エリアの整備 
• 365日利用できるドッグラン 
• 犬が走り回れるスペース 
• ディスク大会などドッグスポーツが
できるスペース 

既存建築の再利用 
• 建物をレンタルしてWSなど
で利用 

• ギャラリーとして利用 

アウトドアエリアの整備 
• キャンプやたき火が行える場所 
• カマドがあると良い 
• 土や水、火が使える場所 

スポーツ活動 
• 野球場利用の継続 
 

人を集めるイベント 
• マーケット 
• マルシェ 
• クラフト市 
• 防災フェスタ 

全体意見 
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みんなで+募集 
• 草刈り、樹木の剪定・伐採
などのWSを企画し、WS内
で樹木管理を学びつつ、敷
地内の維持管理を行ってい
く 

空間の整備 

A班 テーマ2：実証実験をするために具体的に必要なことと課題〜誰がどのように進めて行くか〜 

課題・必要なこと 項目 誰が、どのように進めるか 

果樹園の復活 

地域の集いの場 

WSを通した樹木の維持管理 

子ども達が自然に過ごせる場の整備 

既存建築の再利用 

人を集めるイベント 

アウトドアエリアの整備 

日常利用エリアの整備 
• ドッグラン 

支障物の撤去など 
• 果樹園時代のパイプやワイヤーが残っている
ため、撤去が必要 

駐車場 
• イベントを行えば、車で来る人が増える。現
況の駐車場では収まらない可能性があるため、
整備が必要 

果樹園の維持管理 
• 現況の果樹は、当時のまま放置されているので、手入れ
をする必要がある 

建築の改修 
• 建物が老朽化し、現況のままでは利用できない 

道路の拡幅 
• B,C地区間の道路は狭くて車のすれ違いが困
難。車の出入りが増えれば近隣住民の迷惑に
なる。交通整備を行った方が良い 

安全性の確保 
• 草むらには、イノシシやヘビ（マムシ、ヤマカガシ）が
出る。草刈りなどの管理が必要 

• 倒木の危険があり、立ち入り禁止の区域がある。人が利
用するには、オープンな場所にすることが必要。現在は
閉鎖的 
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人を集めるイベントの開催 
• 語り部によるガイドツアー。東大果樹園跡地や建築だけで

はなく、遺跡や軽便鉄道などのまちの歴史を伝える 

• 講師を呼び、手仕事体験など大人のための学びの場・WS 

 

様々な人や活動の利用に対応できる設備の整備 
• 手すりや多目的トイレ、休憩できるベンチなどを整備し、

バリアフリー対応にしたい 

 

その他意見 
• 草刈りの負担を軽減できるよう植生管理ができたらよい。 

• 子どもの遊び場を常設にできたらよい 

• 高齢者、障がい者、不登校児童など様々な背景の人に対応

した場所にできたらよい 

• コミュニティバスの停車場の1つにしてほしい 

B班 テーマ1：今年度の実証実験で何がやりたいか 

農業体験のための畑の整備 
• 畑での農業体験 
• 果物加工体験 
• マルシェ、ハンドメイド製品の物販 

既存建築を再利用した居場所づくり 
• 宿泊体験 

• カフェやコワーキングスペース 

• 小規模で多目的な機能の部屋ができるよ

う整備する 

子どもが主体の自然体験の場

の整備 
• キャンプ体験 

• 自然地形を生かしたプレイパーク、

自然教室など、生きる力を学ぶこ

とができるようにする 

様々なスポーツに対応したグラウ

ンド整備 
• 野球、ソフトボールだけでなく、グラ

ウンドゴルフやダンス、バスケット

ボールができるようにし、高齢者・パ

ラスポーツでも利用できるようにする 

全体意見 

カマドや井戸の整備 
• 野外調理に対応 

既存建築を再利用 
• 温室を使ったコン

サート 
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B班 テーマ2：実証実験をするために具体的に必要なことと課題〜誰がどのように進めて行くか〜 

課題・必要なこと 項目 誰が、どのように進めるか 

農業体験のための畑の整備 

グラウンド整備 

既存建築の再利用 

人を集めるイベント（ガイドツ
アー・WS） 

自然体験の場の整備 

ボランティア 
• 草刈りは現在のようにボランティアで行っていけるが、
いずれはボランティアや寄付に頼らないように運営する
べきである 

建築の改修 
• 建物が老朽化し、現況のままでは利用できない 

活動団体による協議会を
つくる 
• 現在、東大果樹園跡地で活
動を行っている様々な団体
による協議会をつくり、住
民主体となった実証実験を
行う 

活動全般 トイレ整備 
• 現況では仮設トイレが１箇所しかなく、周辺施設のトイ
レを借りる場合がある。どのような実証実験をするにし
ても、来訪者の数に対応したトイレが必要である 

情報・魅力の発信 
• 東大果樹園跡地が利用できることを知らない人、そも
そも東大果樹園跡地のことを知らない人がいる。その
ような住民に知ってもらう必要がある 

• 住民だけでなく、町外の人や企業・事業体などに魅力
をアピールできたらよい 

語り部や専門家を募る 
• 二宮町の歴史を知る住民に
語り部を依頼 

• 造園の知識を持った専門家
などに講師を依頼 

みんなで 
• 草刈り作業など、できるこ
とは参加者みんなで行う 

火の使用 
• 現況の設備では大規模な火の使用、カマドの利用はでき
ない 

活動体制 
• 東大果樹園跡地で活動している様々な団体がコラボレー
ションしたイベントにしたい 
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果樹の利用体験 
• 果樹を育てる体験の場 

• 野生の果樹を食べられる体験 

 

自然体験活動 
• 自然再生の取り組みのWS 

• 子ども達の自然体験の場の創出 

• 野外活動。火おこし、屋外での料理体験 

• キャンプ。ここでしかできない宿泊体験 

• 腐葉土づくり 

 

拠点づくり 
• ログハウスづくりのWS。建物があることで活動の

可能性が広がる 

• 人の集えるコワーキングスペースづくり 

• 日陰となる施設がほしい 

 

人を集めるイベント開催 
• フェス（音楽・フード） 

• 朝市 

 

情報発信 
• 二宮町の魅力を伝える写真展（誰もが見れるところ

に掲示） 

• 将来的には、町内全体の町歩きマップなどで情報発

信していけるとよい 

• 展示スペース。二宮町の情報発信の場 

 

その他意見 
• 町歩きの拠点にしたい 

• 震災時などの防災対策の拠点 

• 花を育てる活動。花によるコミュニティづくり 

全体意見 

C班 テーマ1：今年度の実証実験で何がやりたいか 

子どもとふれあうドッグラン 
• 犬の散歩の途中で集まれる交流の
場となる 

• 犬と子どもがふれあい楽しめる場
をつくりたい 

既存建物を生かす 
• 既存建物の見学ツアー 

• 屋根のあるスペースが必要。
子ども連れの休息場。既存建
物の軒だけでも使いたい 

・オリーブ祭り 

湧き水遊び 
• 自然の中での水遊び
体験 

スポーツ活動 
• 野球を続けたい 
• グラウンドゴルフ 
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C班 テーマ2：実証実験をするために具体的に必要なことと課題〜誰がどのように進めて行くか〜 

課題・必要なこと 

子どもとふれあう 
ドッグラン 

果樹の利用体験 

みんなで 
• まずは草刈りから始める 

自然体験活動 
 

 
• 自然再生の活動 

 
 
 
• 自然体験の学びの取り組み 
• 学び、知ることで興味がわき活動に
やる気が出るのではないか 

コワーキングスペース 

利便性の向上 
• お年寄りの使いやすさに配慮してほしい。立地から利
便性が悪いのでコミュニティバスのルートを東大果樹
園跡地前までくるようにしてほしい。 

駐車場など 
• 駐車場は、現時点の活動では足りていると思う。今後

行う実証実験の集客規模によっては不足する 

• B,C地区間の道路が狭くて通行しづらい。特に、すれ

違いが困難 

支障物の撤去（C地区） 
• 果樹園時代に棚として使っていた鋼管とワイヤーが邪
魔である 

項目 誰が、どのように進めるか 

みんなで 
• WSでやってみる！ 

子ども自然塾 
• 造園や昆虫の専門家を呼ん
で現地講習会を行っている。 
今後の企画もしている。実
証実験との連動も可能 

建物がなくても屋外コワーキング 
• 建物がなくても自然豊かな中で活動することで、ク
リエイティブな仕事ができるのでは 

• つながりが生まれる･出会いが広がる 

草刈りなどの日常管理にも配慮する 
• 今後の維持管理も含めて考えるべき 

活動全般 

今年度の着手は困難 
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11 各班の意見まとめ 

やりたいこと 
①自然体験のできるイベント 
 （キャンプ,樹木管理のWS,自然教室etc.） 

②建物や歴史を活かした魅力の発信 
 （ガイドツアーetc.） 

③日常的な利用のできるエリアの整備 
 （ドッグラン,農園etc.） 

課題・必要なこと 

①イベントを行うための空間整備 
 （駐車場,支障物の撤去,草刈りetc.） 

誰が、どのように進めるか 

①自分達でできることはみんなで！ 
②活動団体による協議会の設置 
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• WS意見を元に今年度の実証実験の主な内容を整理した。 

1-2.WS意見を踏まえた今年度の活動 

①支障物撤去（C地区） 

②ドッグラン整備 

③自然体験活動 

④建物ガイドツアー 

⑤マルシェ 

  クラフト市 

0M 10M 50M30M20M

敷地境界線

凡例

A地区

B地区

C地区

学生宿舎

実験室

管理舎

生産物加工室

収納舎

屋内作業所

倉庫

温室

仮設トイレ

立水栓
（2口）

②ドッグラン整備

20
m内

外

25m内外

5m
程
度

①支障物撤去※1

⑤マルシェ
　	
  	
  ク

ラ
フト市

③自然体験活動

④建物ガイドツアー

（500m2未満）

草刈り：適宜行う

※1：鋼管は人力で撤去が可能か
	
  	
  	
  	
  	
  事前確認を行い決定する。

⑤マルシェ 

 クラフト市 
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2.前提条件の整理 



14 2-1.町の考えの確認（B,C地区） 

中期・長期 
• 本格活用は、長期的なものとして位置付け、庁舎整備の方向性と将

来の学校のあり方の検討結果を踏まえ、長期的な公共施設（再配置）
用地として、検討を進める。 

 

短期 
• H29年度のWSを踏まえ、子ども達を中心とした交流の場としての活用

方策を検討する。 

• 活用方策の実施における管理運営体制を検討する。 

 

 

「二宮町公共施設再配置・町有地有効活用実施計画（平成30年3月）」より 



15 2-2.現時点の維持管理状況 

• 図のハッチ部分は、 

  一色イーグルスに 

  貸し出し。（H31.3まで） 

 
• その他部分は、町にて 

  最低限の草刈り程度の 

  管理を行っている。  

  （約100万円/年） 
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 1 . 町民を中心とした管理運営団体で維持管理を 

    行っていく 

 

 2 .民間事業者などを活用し敷地内での収益で 

   管理費用をまかなう仕組みをつくり、自活を目指す 

 

 3 .東大果樹園跡地の認知度を高め、ポテンシャルを 

   向上させることで魅力的な場所へ 

活動の前提条件 
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3.事業計画（案） 
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東大果樹園跡地を 

「子どもと共に大人も楽しみ学べる場」へ 

そのために何をすれば良いのか？ 

3-1.活動の目標 
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目標達成するためのステップ 

▷目標達成STEP 

目標

STEP-1

STEP-2

STEP-3

STEPが上がるにつれて
必要な活動資金も増える

活動資金

子どもと共に大人も
楽しみ学べる、
二宮町のシンボル
となる場所へ

現状

特定の目的
の利用が主

日常利用
の活動範
囲をひろ
げ日常利
用者を増
やす

にぎわい
を創出し
誰もが利
用したく
なる場へ

拠点施設
を中心と
した利用
を
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6W2H 今年度検討 

WHY（なんのために） 「子どもと共に大人も楽しみ学べる場」をつくる。 

WHO（だれが） 具体的な組織体制を検討する。 

WHEN（いつまでに） 今後検討する。 

WHERE（どこで） 東大果樹園跡地（B,C地区）。 

WHOM（だれに） 子どもを中心とした多世代。 

WHAT（なにで） 実証実験をして検討する。（イベント開催など） 

HOW MUCH（いくらで） 事業資金を検討する。 

HOW（どのように） 住民主体の管理運営による魅力、ポテンシャルの向上。 

今年度の検討事項 
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・運営体制･組織 
・事業資金の調達方法 
・利用ルール etc. 

今年度の実証実験を踏まえ 
これらを検討し、 

これから管理を行っていくための 
事業計画をまとめます 



22 3-2.検討フロー 

事業計画（案）の提示 

来年度以降の管理を想定しつつ 
活動を実施 

詳細を協議 

事業計画としてまとめる 

第2回WS 

現地での活動 

次回以降のWS 

今年度の目標の共有 
実証実験で何をやりたいか 
そのために必要なことと課題 

第1回WS 



23 3-3.運営体制･組織（案） 

現在の運営体制 

町

一色イーグルス

貸し出し一部管理

業者

草刈り等の業務委託

その他団体

個別調整
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一色イーグルスの契約は今年度まで 

来年度からの運営を 
どのように行っていくか？ 
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「協議会」と「管理運営組織」の設立により、 
住民主体の管理運営を行う。 

来年度以降の組織体制（案） 

二宮町 管理運営組織協議会

ス
ポ
Ⅰ
ツ
部

自
然
部

イ
ベ
ン
ト
部

果
樹
園
部

○
○
○
部

活動参加者

意見･協議

運営･サポート

民間事業者調整 調整
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それぞれの役割 

□協議会 

 ・各活動団体の代表者で構成 

 ・意志決定機関 

 

□管理運営組織 

 ・東大果樹園跡地の管理を行う 

 ・実働部隊 

 

□活動団体 

 ・東大果樹園跡地で活動をしたい･している団体 

二宮町 管理運営組織協議会

ス
ポ
Ⅰ
ツ
部

自
然
部

イ
ベ
ン
ト
部

果
樹
園
部

○
○
○
部

活動参加者

意見･協議

運営･サポート

民間事業者調整 調整
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分類 

法人 非法人 

営利法人 非営利法人 
任意団体 

株式会社 
LLC 

（合同会社） 
一般社団法人 一般財団法人 NPO法人 

メリット 

・設置にかかる費用と人が
少ない 
・社会的信用度が高い 
・意思決定を迅速に行える 
・活動内容を外部に開示
する必要がない 

・意思決定を迅速に行える 
・自由に権限や利益の配
分比率を決められる 
・活動内容を外部に開示
する必要がない 

・設立に係る時間、人が少
ない 
・活動の内容の制限がな
い 
・活動内容を外部に開示
する必要がない 

・設立に係る時間、人が少
ない 
・活動の内容の制限がな
い 
・活動内容を外部に開示
する必要がない 

・設立に費用がかからない 
・補助金や支援プログラム
の種類が多い 
・税法上の優遇がある 

・設立に費用がかからない 
・活動の内容の制限がな
い 
・活動内容を外部に開示
する必要がない 

デメリット 

・設立に費用がかかる 
・所轄庁への事業報告や
情報公開等の義務がある 
・税制優遇措置は期待で
きない 

・株式上場はできない 
・税制優遇措置は期待で
きない 

・設立に費用がかかる 
・補助金や支援プログラム
の種類が少ない 
・非営利型でなければ税
法上の優遇が受けられな
い 

・設立に費用がかかる 

・設立に時間、人が多く必
要になる 
・役員の親族規定がある 
・活動内容に制限がある 
・所轄庁への事業報告や
情報公開等の義務があり、
活動内容をオープンにしな
ければならない 

・法人格がないため、団体
として役所等と契約できな
い 
・法的根拠がなく、社会的
信用が低い 
・補助金や助成金を受け
にくい 

設立にかかる期間 2～3週間 2～3週間 2～3週間 2～3週間 3～5ヶ月   

設立に必要な手続き 出資（1円以上）と書類作成と登記 書類作成と登記 
書類作成と登記・財産拠
出（300万円以上） 

書類作成と主務官庁認証 - 

設立に必要な人数 1名以上 1名以上 2人以上 - 10人以上 - 

設立に必要な役員数 理事1名のみでも可 理事1名のみでも可 理事1名のみでも可 
理事1名以上 
評議員3名以上 

理事3名以上 
監事1名以上 

- 

設立に必要な実費 約25万円 約10万円 約11万円 約11万円 0円 0円 

活動内容の制限 特に制限なし 特に制限なし 特に制限なし 特に制限なし 特定非営利活動のみ 特に制限なし 

所轄庁への報告義務 なし なし なし なし あり なし 

情報公開の義務 なし なし あり なし 

主な資金調達手段 株式発行、借入金、社債 会費、借入金、疑似私募債、寄付受入 会費、寄附金･協賛金 

対象となる民間の 
補助金 

    NPO法人より少ない   多い   

支援プログラム     ほぼない   多い   

税法上の優遇 
税制優遇措置は期待でき
ない 

  
非営利型ならNPO法人と同
じ 

非営利型ならNPO法人と同
じ 

税法上の収益事業のみ課
税 

- 

組織設計 自由度が高く、意思決定が迅速に進められる 収益配分制限の程度に応じてパターンを選択可能 
多人数の合議制による運
営が基本 

  

収益分配 配当、解散時の残余財産分配可能 
社員総会によって利益分
配・残余財産配分を行うこ
とも可能 

配当・残余財産配分は不
可能 

配当・残余財産配分は不
可能 

- 

管理運営組織の形態 

法
人 

非
法
人 

営利法人 

非営利法人 

株式会社 

LLC（合同会社） 

一般社団法人 

一般財団法人 

NPO法人 

任意団体（協議会など） 



28 運営体制事例①：南池袋公園 

概要 
・池袋にある街区公園 

・よくする会が管理運営 

・常に人の集まる憩いの場が 

 創出されている 

南池袋公園によう こ そ

南池袋公園は、昭和20年の戦災で焼野原と なった跡に、区画整理事業で生まれた公園です。

昭和50年に地下鉄有楽町線の工事に伴い再整備さ れ、いまも 園内に残るケヤキや

ソメ イヨ シノ が植えられたのはこ の時になり ます。その後、豊島区の発展と と もに

公園の多目的な活用を促進するため、平成26年には公園の地下に変電所と 駐輪場が整備さ れ、

庁舎移転の一年後、平成28年の春に公園全体がリニューアルオープンし まし た。

日本一の高密都市豊島区にあって、大きな樹木や広い青空が残るこ の南池袋公園は、

時代の変化に対応し ながら地域の人々に愛さ れつづける公園と し て、

地域の未来を見守っていきます。

Park Guide
南池袋公園のご案内

Park Guide
南池袋公園のご案内

リニューアルし た南池袋公園の特徴は、公園運営に「 サード・ プレ

イス」 の理念が組み込まれているこ と にあり ます。サード・ プレ

イスとは、現代の都市社会において住宅（ ファースト・ プレイス）と

職場や学校（ セカンド・ プレイス）を行き来するだけの生活では

得ら れるこ と のでき ない、地域への愛着を他者と 共有できる

居心地のよい第三の場所を指し ます。都市にある公園が地域の

つながりを支援する居心地のよい場所になれば、都市そのものが

もっと フレンド リーな場所に変わっていく のではないでしょ う か。

人と 人と のつながり を生み出す南池袋公園のオープンハート な

公園運営に、どう ぞご期待く ださ い。

オープンハート な公園を目指し て

一年中みどりの広がる芝生広場を中心に、生産者と消費者の食を

介し たつながり の場を目指し たカフェレスト ランをはじ め、地域

活動の拠点と し て利用できる多目的広場、豊島区発祥のソメ イ

ヨシノ が植わるサクラテラス、小山から滑り下りる大きなすべり台

のあるキッズテラスなど、南池袋公園には多世代が楽し める様々

な空間が用意さ れています。園内には、2500本におよぶ草木が

植えられ、園路をめぐり ながら四季折々の表情を楽し むこ と が

できます。また、外周の高生垣にはミ スト が併設さ れており 、災害

時の延焼防止や猛暑日の気温低下の機能を担う など、都市を

安全で快適に楽し む工夫がたく さ ん散りばめられています。

南池袋公園を楽し みつく す

戦後間も ないこ ろまで、南池袋公園の周辺は雑木林に覆われた

小高い丘でし た。この場所を東武鉄道の創業者である根津嘉一郎

氏が所有し ていたこと から 、地元の人たちは「 根津山」と 呼んで

いまし た。昭和２０年４月１３日の城北大空襲時には、多く の被災者

がこの雑木林に生命を救われ、多く の犠牲者がこの雑木林に仮埋

葬さ れまし た。地域の大切な記憶や風景を豊島区の未来に継承

するため、南池袋公園の木々と と も に往時の面影を刻印し た

レリーフを多目的広場の壁に展示し ています。たく さ んの木立に

覆われていたかつての池袋の風景に思いを馳せてみませんか。

根津山の面影を未来につなぐ 豊島区が誇る文化芸術をアート・ カ ルチャーと 位置づけ、その

魅力を広く 国内外に発信すると と もに、豊島区ならではの文化の

多様性を活かすため、公園や道路といった公共空間を都市の舞台

と し て誰も が主役になれるまちづく り を進めています。南池袋

公園は、巨大ターミ ナル駅を有する池袋副都心と鎮守の森が残る

雑司が谷エリアの結節点に位置し ており 、世界が憧れるクール

ジャパンを体感できる場所とし て抜群のロケーショ ンにあります。

緑豊かな公園が表現活動の拠点と なって、グリーン大通り 、庁舎、

そし て雑司が谷の森へ、文化的な楽し みが緑と と もに広がって

いく 。豊島区が目指す未来の風景を、ここ南池袋公園からスタート

し ていきます。

緑がつなぐ文化的な楽し み

南池袋公園の周辺には、戦後間もなく まで根津山とよばれる小さ

な丘のある雑木林が広がっていまし た。そこには深い樹林や広い

草地などの多様な環境に、たく さ んの生きものが生息し ていまし

たが、戦後の市街化によって多く の緑が失われ、多く の生きものが

姿を消し てし まいまし た。南池袋公園では、こ の地域にもと もと

ある植物を再生すること で、この土地にもと もと いた生きものを

誘致する環境をつく り 出し ています。どんな植物にどんな生き

も のが集まるのか、園内に設置さ れた環境サインをめぐり ながら 、

ぜひ探し てみませんか。

植物と 生きも のを観察する

池袋駅は国内第二位の乗降客数を誇る巨大タ ーミ ナル駅であり 、

首都直下地震により 駅周辺で大量の滞留者が発生するこ と が

予想さ れます。豊島区の災害対策拠点である庁舎と 池袋駅の

中間に位置する南池袋公園は、災害時に懸念さ れる大量の帰宅

困難者を受け入れる必要があります。日常的に人々が憩える空間

整備に加え、災害時に懸念さ れる帰宅困難者対策に備えるため、

一時的な退避空間、庁舎の災害対策本部と 連携し た災害情報の

伝達機能、救援物資の備蓄機能、災害ト イレなどを完備し てい

ます。またカフェレスト ランは災害時の帰宅困難者に対し て炊き

出し 支援を行う など、豊島区と連携し た取り組みによって地域の

安全・ 安心をサポート する役割を担っています。

池袋駅周辺の防災拠点に

店名のRACINES/ラシーヌと は、フランス語で「 ルーツ」 と いう

意味です。南池袋公園から始まったまったく 新し い公園づく り が、

やがては地域の価値ある未来を創造するルーツになる、そんな

思いが込めら れています。こ こ では豊島区オリ ジナルにこ だ

わって 、カフェ 、レスト ラン 、マルシェ 、様々なワークショ ッ プが

展開されていきます。たく さ んの「 美味し い」とみんなの「 笑顔」が

あふれるカフェレスト ランで、く つろぎの時間をお過ごし く ださ い。

カフェレスト ラン「 RACINES/ラシーヌ」

●芝生広場

●多目的広場

●サクラテラス

●キッズテラス

冬でも枯れるこ と なく 一年中みどり の芝生が広がる広場です。

カフェ 脇にある広場でエリアW i-Fi

「 TOSHIMA Fr ee W i-Fi 」 を利用できます。

サクラの木の下に広がるデッ キです。芝生広場側は階段状になっています。

ベンチに座り ながら芝生広場を広く 見渡せます。

小山から滑り 下り る大きなすべり 台の下に広がり 、

シーソーや回転遊具などがあります。

南池袋公園MAP アクセス

●池袋駅（ JR線、東武東上線、西武池袋線、東京メト ロ副都心線・ 丸ノ 内線・ 有楽町線）    徒歩５分

〒171-0022  東京都豊島区南池袋2-21-1
お問い合わせ | 豊島区 公園緑地課 Tel： 03-3981-1111

開園時間 8:00–22:00



29 運営体制事例①：南池袋公園 

出典：南池袋公園 豊島区HPより 



30 

運営体制 
よくする会を設立し、イベント利用の審議や 

企画･実施を行っている。 

出典：「公共R不動産のプロジェクトスタディ」より 

運営体制事例①：南池袋公園 
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概要 
・NPO法人による管理が行われている 

・毎週様々な団体によるイベントを実施 

運営体制事例②：八王子市長池公園 



32 運営体制事例②：八王子市長池公園 

出典：NPOフュージョン長池HPより 
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NPO法人が各活動団体の活動をまとめ 

行政と調整を行う体制 

出典：長池公園HPより 

運営体制事例②：八王子市長池公園 



34 3-4.事業資金の調達方法（案） 

資金調達の方法として考えられるもの 

①施設利用費の徴収 
 ・ドッグラン 

 ・グラウンド貸し出し、場所貸し など 

 

②参加費の徴収 
 ・マルシェなどの出店費 

 ・WSやイベントでの参加費 など 

 

③町からの支援金など 
 （※現在は、町にてグラウンド以外の草刈りなどの管理委託として約100万円） 

 

④交付金の活用（3年程度） 
 （地方創生推進交付金,企業版ふるさと納税など） 



35 3-4.事業資金の調達方法（案） 

①施設利用費の徴収 （ドッグラン） 
参考事例 ： ドッグフォレスト湘南（木村植物園） 平塚市土屋 

出典：ドッグフォレスト湘南HPより 

入会金：2,000円 

入場料：平日3時間まで700円/頭 

    休日2時間まで900円/頭 

フリーパス（1ヶ月）：6,000円/頭 

 



36 3-4.事業資金の調達方法（案） 

①施設利用費の徴収 （ドッグラン） 

• 料金徴収は、ICカードのタッチシステム、自動引き落としなど
の人件費のかからない方法で行う。 

 

• 料金は月単位のフリーパスを主とする。 

 

• 仮に、月額3,000円×入会者数100人=300,000円/月の 

  収入となる。 



37 3-4.事業資金の調達方法（案） 

①施設利用費の徴収（グラウンド貸し、場所貸し） 

グラウンド貸し 
・野球場、その他スポーツ 

・各種イベント 

場所貸し 
・独特の雰囲気を生かし、映像撮影
や写真撮影の場として提供する。 
※建物内部の利用は安全面から困難 



38 3-4.事業資金の調達方法（案） 

②参加費の徴収 （イベント出店費） 
参考事例 ： 大磯市 

出店料：飲食3,000円/1ブース 

     物販2,000円/1ブース 

出典：大磯市HPより 

出典：大磯新聞HPより 



39 3-4.事業資金の調達方法（案） 

②参加費の徴収 （イベント出店費） 

• 仮に、月2回開催を想定 

 

• （飲食10×3,000円）+（物販30×2,000円）×2回 

  =180,000円/月の収入となる。 

   ※ただし、経費などは必要となってくる。 



40 3-5.維持管理区分（案） 

• B,C地区にて必要となる 

   管理作業を整理した。 

• 草刈り作業は敷地全面的に 

   必要となり約1.8haとなる。 

 

0M 10M 50M30M20M

敷地境界線

凡例

A地区

B地区

C地区

学生宿舎

実験室

管理舎
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竹林

東京大学果樹園跡地　将来維持管理図
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B,C地区維持管理項目一覧

区分 管理項目 数量 単位 年回数

基本管理 清掃
日常清掃
(主要施設、外周)

1 式 1回/週

トイレ清掃 1 式 2回/週

臨時処置（落葉集めなど）
（園路沿い）

1 式 随時

草刈 機械草刈 18,200 m2

高木管理 果樹
剪定
（カキ、ナシ、キウイ）

約50 本 1回/年

施肥・防虫害防除 1 式 随時

竹林 間伐 570 m2 随時

その他樹林 枯木、倒木除去 1 式 随時

草刈り 4,600 m2 1回/年

中低木管理 刈り込み 300 m2 1回/年

施設管理 グラウンド整備
土均し
（グラウンド南側）

1,200 m2 随時

芝生刈り込み
（グラウンド北側）

3,600 m2 5回/年

排水施設 点検 1 式 随時

桝・側溝清掃 1 式 随時

園路広場 補修 1 式 随時

門扉・柵 補修 1 式 随時

ドッグラン
補修
（C地区）

1 式 随時

建物管理 ※安全管理上、エリアを区分して町にて行う



41 3-5.維持管理区分（案） 

• 建物管理は、安全管理上、エリアを 

  区分して町にて管理を行う方針とする。 

• 柵などによるエリア区分の方法について
は景観に配慮する必要がある。 
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東京大学果樹園跡地　将来維持管理図

学生宿舎 

管理舎 実験室 

倉庫など 



42 3-6.各施設の利用ルール（案） 

①グラウンド 
様々なスポーツを通して子どもや大人が楽しめ、交流できる場と
して、快適な利用が図れるよう草刈りや整地を行う。 

②ドッグラン 

犬や飼い主が安全に利用できるよう、また、子どもたちが動物と
触れ合える場として適切な草刈りや、柵などの施設管理を行う。 

③駐車場 

利用者同士や近隣とのトラブルが発生しないよう、草刈りなどの
適切な管理を行う。 

④トイレ 

不特定多数の利用者が使用するため、清潔な状態が保てるよう
定期的に点検清掃を行う。 

→今後、詳細を検討していく。 



43 

4. 管理を引き継ぐための町への要望 



44 4-1.必要な整備 

→今後、町にて検討。 

0M 10M 50M30M20M

A地区

B地区

C地区

学生宿舎

実験室

管理舎

生産物加工室

収納舎

屋内作業所

倉庫

温室

仮設トイレ

立水栓
（2口）

敷地境界線

凡例

②トイレ整備

①支障物撤去

①支障物撤去

③水栓整備
④外周柵整備

外周柵

番号 内容 概算金額 

① 支障物撤去 100万円 

② トイレ整備 
（男女別+多目的） 

1,000万円 

③ 水飲み整備 100万円 

④ 外周柵整備 500万円 

• WS意見を元に管理を引き継ぐための町への要望をまとめた。 

• 整備にあたっては、町から管理運営組織へ資金提供を行い、跡地全体で 

  デザインの統一のとれた整備を行うことが望ましい。 

  また、民間整備となるため費用も削減出来る。 



45 4-1.必要な整備 

トイレ整備規模のイメージ 
（男女別+多目的） 

 ※デザインも含め今後検討 
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外周柵の現況写真 

B,C地区間西側 B,C地区間東側 

B地区正門前 B地区北東部 

4-1.必要な整備 



47 

5.今後のスケジュール 



48 実証実験スケジュール（案） 

実証実験項目 内容 中心人物 時期（候補日） 

① 

C地区 
支障物撤去+ 
ドッグラン整備 

・単管やワイヤーなどの撤去にトライする 
・草刈りなどの整地作業を行う 
・C地区西側にドッグランを整備する 

全員 9/30（日） 

② 

C地区 
支障物撤去+ 
ドッグラン整備 

・第1回実証実験の続きを行う 全員 10月中旬頃 

③ 自然体験教室 

・子ども主体の自然活動 子ども 
自然塾 
など 

子ども自然塾 
活動日 ・自然活動のWS（町外からも人を呼ぶ） 

・キャンプやたき火などの野外活動の実施 

④ 
マルシェ+ 
ガイドツアー 

・マルシェやクラフト市を開催する 
・飲食スペースなどの整備を行う 

参加者 11月〜12月 

・湘南邸園文化祭2018と連携して建物の 
ガイドツアーを実施 

参加者 11/24（土） 

・C地区のドッグラン整備を軸に他のイベントを合わせて実証実験を進めて行く 

 ドッグランは④イベント時オープンを目指して整備を進める 

・日程は、今後調整を行う 



49 実証実験スケジュール（案） 

C地区整備内容 

C地区

学生宿舎

倉庫

仮設トイレ

立水栓
（2口）

ドッグラン
整備範囲

（500m2未満）

20
00
0内

外

25000内外

50
00
程
度

支障物撤去検討範囲

H30WS　C地区整備概要　180820
180818現地確認による



50 実証実験スケジュール（案） 

C地区整備内容 

道路際の単管撤去箇所 ドッグラン整備箇所 



51 実施フロー 

管理運営組織の育成（検討会）	 実証実験	
	

・町外からも広く人を呼ぶ	
・運営費をまかなう程度の
収益を目指す	

検討グループの活動	
	

・検討グループメンバー間
の関係性向上	

C地区支障物撤去	
+ドッグラン整備　-1　	


第1回検討会（6/30）	
・今年度の目標・活動内容の共有	
・グループディスカッション	
　① 今年度の実証実験で何がやりたいか	
　② 実証実験をするために具体的に必要なことと課題	

第2回検討会（8/26）	
・第1回のふりかえり	
・管理運営組織の検討	
　（維持管理制度、組織形態、運営方法、町への要望）	
・今年度の実証実験内容の確認と決定	

	

第3回検討会（10月下旬）	
・事業計画内容の提案（管理運営組織、交付金等）	

第4回検討会（12月上旬）	
・実証実験のふりかえり	
・事業計画内容の詳細検討（管理運営組織、交付金等）	


第5回検討会（1月下旬）	
・実証実験のふりかえり	

・事業計画内容の確認	

自然体験教室	

マルシェ	
+	

ガイドツアー	

来年度以降に管理すること
を認識した上で現地での
活動をスタートさせる。	

C地区支障物撤去	
+ドッグラン整備　-2　	
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次回、現地活動の日程 
候補日：9月30日（日） 


